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飯三佐植飯飯向宮世空尾

田芳内木田圃谷本羅下方

濱山福山榎正山

喜田本田本田圃

宮飯向宮山空尾濱山榎福世山正山

本田谷本田下方吉田木本羅田田本

普通救命講習会の開催 旦＿＿＿＿」壁平成29年6月10日（D 

喧＿＿固　　9時～12時 

豊＿＿＿匪　矢賀中央集会所 

旦込壁塑　平成29年5月15日（月） 

参加ご希望の方は　各町内会 

会長までお申し込みください。 

矢賀学区連合町内会 

矢賀学区自主防災会連合会 

社
会
福
祉
協
議
会
・
連
合
町
内
会
の

総
会
が
開
催
さ
れ
る

◆
社
会
福
祉
協
撃

四
月
二
十
二
日
㈲
、
矢
賀
中
央
集
会
所
に

お
い
て
各
町
内
会
の
会
長
・
副
会
長
・
会
計
並
び

に
各
種
団
体
長
等
が
出
席
し
、
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

議
題
一
、
平
成
二
十
八
年
度
行
事
報
告

二
、
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
並
び
に

監
査
報
告

三
、
平
成
二
十
九
年
度
行
事
計
画

四
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
審
議

五
、
そ
の
他

六
、
役
員
改
選

誠重
昭

忠
　
好

康

一
敦
志

澄
　
雄

幸
三

ト
　
へ
ミ

弘
幸

康
　
ホ
進

宮
本
　
　
和
人

会
　
　
長

顧
　
　
問

副
会
長

〃〃〃

副
会
長
・
事
務
局
長

副
会
長
・
会
計

理
　
　
事

〃

山
本

大
　
田

増
本
光
永

細
萱
正
憲
豪暢
博
逸
夫

修

一
三
千
夫

正

一

哲
　
心

浩
雄

計
　
守

◆
連
合
町
内
会
◆

四
月
二
十
二
日
①
、
社
会
福
祉
協
議
会
総

会
に
先
立
っ
て
、
矢
賀
中
央
集
会
所
に
お
い
て

各
町
内
会
の
会
長
・
副
会
長
・
会
計
が
出
席
し
、

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
題
一
、
平
成
二
十
八
年
度
行
事
報
告

二
、
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
並
び
に

監
査
報
告

三
、
平
成
二
十
九
年
度
行
事
計
画

四
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
審
議

副
会
長

〃〃

副
会
長
・
事
務
局
長

副
会
長
・
会
計

理
　
　
事

〃〃〃〃〃〃

監
　
　
査

〃

五
、
そ
の
他

六
、
役
員
改
選

会
　
　
長

大
　
田
　
正
　
憲
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矢早薮豊濱
野瀬野永吉

公憤善徹計
一一昭郎守

仁仲
憲子

尚信
恵子

川横東未納空
本山　　村田下

掌掌霊蔑洋藷

松吉高重富　　大藤田来世
原田砂吉本　　西谷井田羅

尚克斐襲撃　難明羅

平
成
二
十
九
年
度

各
種
団
体
役
員
締
介

一
丁
目
町
内
会

会
　
長
　
　
　
　
大
田

副
会
長
・
子
供
会
世
話
人
橋
本

副
会
長
・
交
通
推
進
隊久
保

会
　
計
　
　
　
　
金
井

二
丁
目
町
内
会

会
　
長
　
　
　
　
山
田

副
会
長
・
祭
り
・
亥
の
子松谷

副
会
長
・
体
育

副
会
長
・
体
育

会
　
計

三
丁
目
町
内
会

会
　
長

副
会
長

〃〃

会
　
計

四
丁
目
町
内
会

会
　
長

副
会
長

正
憲

一
夫

正
幸
裕
恵

浩
雅

邦
三
正
敏
さ
わ
子

陸
海

副
会
長

会
　
計

六
丁
目
町
内
会

会
　
長

副
会
長

〃〃〃

会
　
計

新
町
町
内
会

会
　
長

副
会
長

〃

会
　
計

新
町
中
町
内
会

会
　
長

副
会
長

〃〃

会
　
計

新
町
南
町
内
会

会
　
長

副
会
長

〃〃

会
　
計

東
山
町
内
会

会
　
長

副
会
長

〃〃

会
　
計

稲
村
　
操

岡
内
　
恢

西
平
　
和
隆

柁
倉
　
法
恵

広
島
市
よ
り
功
労
彰
受
賞

こ
の
度
、
広
島
市
よ
り
功
労
表
彰
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

永
年
目
標
と
し
て
「
矢
賀
に
住
ん
で
い

て
ば
ん
と
に
艮
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
し
て
継
続
的

に
続
け
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
表
彰
と
な

り
、
役
員
と
町
民
の
皆
様
の
お
陰
で
、

共
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

表
彰
　
　
行
政
進
展
功
労
賞

地
域
振
興
功
労
賞

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
受
賞

矢
賀
学
区
連
合
町
内
会

会
長
　
大
田
　
正
憲

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

開
催
日
五
月
十
四
日
㈲

8
時
5
0
分
か
ら
開
会
式

開
会
式
　
矢
賀
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

競
技
終
了
後
、
矢
賀
女
性
会
の
方
に

軽
食
を
用
意
し
て
頂
き
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ます。

矢
賀
学
区
体
育
協
会

向
谷
　
敦
志

新
し
い
年
度
の
始
ま
り
で
す
。

春
、
新
し
い
友
達
、
新
し
い
先
生
運
と
の

出
会
い
の
時
で
す
。
今
年
度
は
、
新
た
に

六
名
の
先
生
方
、
二
名
の
転
入
生
、
六
十

九
名
の
一
年
生
が
加
わ
り
、
平
成
二
十
九

年
度
の
矢
賀
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
今
年
度
も
本
校
の
教
育
目
標
「
や
さ
し

い
子
」
「
が
ん
は
る
子
」
を
育
て
る
た
め
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り

ます。始
業
式
の
中
で
私
は
、
子
ど
も
た
ち
に
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4月14日（金）参観日より

こ
の
「
や
さ
し
い
子
」
「
が
ん
ば
る
子
」
の
具

体
像
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
具
体
像

を
示
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
っ
き

り
と
し
た
目
標
を
も
っ
て
ほ
し
か
っ
た
か

ら
で
す
。

「
や
さ
し
い
子
」
と
は
、
友
達
に
、
先
生
に
、

お
う
ち
の
人
に
、
地
域
の
人
に
や
さ
し
く

で
き
る
人
と
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

友
達
に
や
さ
し
く
す
る
と
は
、
ル
ン
ル
ン

言
葉
（
え
ら
い
ね
。
よ
く
頑
張
っ
た
ね
。
大

丈
夫
。
な
ど
）
を
だ
れ
に
で
も
、
た
く
さ

ん
言
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、
先
生
に
や
さ

し
く
す
る
と
は
、
言
わ
れ
た
こ
と
や
学
校

の
約
束
を
守
る
こ
と
、
お
う
ち
の
人
に
や

さ
し
く
と
は
、
お
う
ち
の
人
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
す
る
こ
と
、

地
域
の
人
に
や
さ
し
く
す
る
と
は
、
地
域

の
人
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
、
と
話
し
ま
し
た
。

「
が
ん
は
る
子
」
に
つ
い
て
も
、
い
や
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
く
じ
け
ず
に
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
や
物
事
を
て
い
ね
い
に
す
る
こ
と

だ
と
話
し
ま
し
た
。

矢
賀
小
学
校
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

や
さ
し
く
、
が
ん
ば
る
子
に
な
る
よ
う
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
本
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
島
市
立
矢
賀
小
学
校

校
長
　
原
　
　
徹

五
月
の
行
事

1
日
㈲
一
年
生
を
迎
え
る
会

自
然
体
験
学
習

2
日
㈹
全
校
参
観
日
P
T
A
総
会

9
日
㈹
新
体
カ
テ
ス
ト

同
日
㈱
学
校
朝
会

1
2
日
㈱
眼
科
検
診

1
5
日
㈲
読
み
聞
か
せ
開
始

1
6
日
㈹
歯
科
検
診

集
団
下
校
訓
練

1
8
日
㈹
ク
ラ
ブ

1
9
日
㈱
耳
鼻
科
検
診

2
2
日
㈲
子
ど
も
安
全
の
日

2
4
日
㈹
二
葉
中
学
校
職
場
訓
練

（
2
6
日
ま
で
）

2
4
日
㈱
内
科
検
診

2
5
日
㈹
避
難
訓
練
（
火
災
）

救
急
救
命
法
講
習

「
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
」

今
年
は
、
束
門
脇
に
あ
る
桜
が
、
入
園

式
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
満
開
に
な

り
ま
し
た
。

入
園
式
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

と
な
り
ま
し
た
が
、
十
八
名
の
か
わ
い
い

子
供
た
ち
が
入
園
し
て
き
ま
し
た
。
幼
稚

園
生
活
へ
の
期
待
や
不
安
で
、
小
さ
な
胸

を
一
杯
に
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

か
た
や
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
「
ち
い
さ
い

く
み
さ
ん
」
だ
っ
た
五
歳
児
は
、
新
学
期
の

登
園
時
に
は
す
っ
か
り
「
お
お
き
い
く
み

さ
ん
」
の
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
度
矢
賀
幼
稚
園
は
、
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
地
域

の
方
、
保
護
者
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き

た
五
十
年
で
し
た
。
そ
し
て
五
十
年
を
一

区
切
り
と
す
れ
ば
、
今
年
度
は
次
の
ペ
ー

ジ
を
新
た
に
め
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。
五
月
の
行
事

1
6
日
㈹
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

2
4
日
㈱
う
さ
ぎ
ル
ー
ム

「
転
任
の
ご
挨
拶
」

こ
の
春
、
十
年
ぶ
り
に
矢
賀
幼
稚
園
に

帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

矢
賀
の
地
で
、
ま
た
か
わ
い
い
子
供
た

ち
と
保
護
者
の
方
、
そ
し
て
温
か
い
地
域

の
方
々
と
共
に
日
々
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

広
島
市
立
矢
賀
幼
稚
園

園
長
　
井
筒
敦
子

温
か
い
ご
蓄
構

嶽
場
が
豊
う
ご
ま
昧
謀
し
た

○
去
る
十
二
月
二
十
日
、
矢
賀
新
町
二

丁
目
の
梶
山
洋
子
様
が
ご
逝
去
に
な
り
ま

した。こ
の
度
、
喪
主
梶
山
暁
様
か
ら
生
前
何
か

と
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
、
金
一
封
を

本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
去
る
三
月
一
日
、
矢
賀
二
丁
目
の
谷

本
義
昭
様
が
ご
逝
去
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
喪
主
谷
本
暁
子
様
か
ら
生
前
何

か
と
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
と
、
金
一
封

を
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
、
町

内
の
住
民
福
祉
の
た
め
有
効
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

矢
賀
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
山
本
和
登
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満
開
の
桜
の
申
、
今
年
度
は
二
十
九
名

の
子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

入
所
し
て
き
ま
し
た
。
春
休
み
入
所
の
十

五
名
を
合
わ
せ
る
と
、
四
十
四
名
に
な
り

ます。そ
れ
に
加
え
て
連
日
、
二
十
名
近
く
の

来
鰭
者
も
い
て
、
と
て
も
賑
や
か
な
児
童

館
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
だ
ら
け
の
一
年
生
、
最
初
は
少

し
お
ど
お
ど
し
て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
、
大
型
積
み
木
や
、

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
色
ん
な
遊
び
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
ワ
ク
ワ
ク
す

る
の
は
、
広
い
遊
戯
室
で
遊
ぶ
こ
と
。

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
ド
ッ
チ
ピ
ー
な
ど
、

思
い
切
り
身
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
も

大
好
き
の
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
子
ど
も
達

の
心
を
わ
し
つ
か
み
す
る
の
は
、
高
学
年

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
で
す
。
強

い
球
を
交
わ
し
な
が
ら
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

す
る
姿
や
、
か
っ
こ
よ
く
ラ
ケ
ッ
ト
を
振

る
姿
に
強
い
憧
れ
を
持
つ
よ
う
で
す
。
す

ぐ
に
で
も
一
緒
に
遊
び
た
い
一
年
生
、
果

敢
に
高
学
年
の
中
に
入
っ
て
、
一
緒
に
プ
レ

ー
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
、
時
折
、

涙
が
出
る
シ
ー
ン
も
‥
・
・

そ
れ
を
優
し
く
慰
め
た
り
、
わ
ざ
と
ゆ

る
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
一
緒
に
遊
ん
で
く

れ
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
た
ち
の
姿
も
、

ま
た
微
笑
ま
し
い
光
景
で
す
。

入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
会
で
は
、
そ

ん
な
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、
か
っ
こ
よ

く
、
色
々
な
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
卓
球
・
一
輪
車
・
こ
ま
ま
わ
し
等
々
）

来
年
は
こ
の
一
年
生
た
ち
が
、
か
っ
こ
い

い
上
級
生
に
な
っ
て
く
れ
る
と
、
期
待
し
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
職
員

館
　
長
　
　
　
　
　
　
大
濱
美
保
子

児
童
館
担
当
　
　
　
　
竹
元
さ
え
子

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
担
当
殿
畑
恵
美

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
担
当
吉
村
裕
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月
の
行
事

Ⅱ
日
㈱
～
1
3
日
出

プ
レ
ゼ
ン
ト
工
作

（
ロ
ゼ
ッ
タ
の
バ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
）

1
8
日
㈹
オ
セ
ロ
教
室

2
2
日
㈲
落
語
を
楽
し
も
う

2
5
日
㈱
卓
球
教
室

広
島
市
矢
賀
児
童
館

館
長
大
濱
美
保
子

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

～
健
康
診
査
を
受
け
て
生
活
習
慣
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
～

五
月
晴
れ
が
心
地
良
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
年
に
一
回
、
健
康

診
査
（
健
診
）
を
受
け
て
い
ま
す
か
。
今
年

度
の
矢
賀
地
区
の
健
診
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
健
診
日
　
　
　
場
所

5
月
2
6
日
㈱
　
矢
賀
中
央
集
会
所

6
月
2
日
㈱
　
矢
賀
新
町
集
会
所

健
診
を
受
け
て
、
健
康
づ
く
り
を
ス

タ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

が
ん
を
は
じ
め
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
や
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
し
て

い
く
病
気
で
す
。
そ
し
て
症
状
が
出
て
き

た
時
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
健
診
に
よ
っ
て
日
に
は
見
え

な
い
体
の
変
化
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
病
気

の
予
防
や
進
行
防
止
、
健
康
増
進
の
た
め

の
生
活
改
善
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
、
健
診
は
受
け
っ
ぱ
な
し
で

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
数
値
が
正

常
で
あ
っ
て
も
、
前
回
の
健
診
結
果
と
比
べ

て
数
値
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
時
や
異

常
値
に
近
づ
い
て
い
る
時
は
注
意
が
必
要

で
す
。
「
太
っ
て
き
た
」
「
血
圧
が
高
め
」
「
血

糖
値
が
気
に
な
る
」
な
ど
、
自
分
の
気
に

な
る
数
値
を
見
つ
け
た
方
は
、
「
自
分
の
生

活
習
慣
が
自
分
の
体
に
ど
の
よ
う
に
影
響

し
て
い
る
か
」
を
意
識
し
、
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
で
将
来
の
健
康
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
「
要
再
検
・
要
滞

検
」
、
「
要
医
療
・
要
治
療
」
と
い
わ
れ
た
方

は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

広
島
市
で
は
、
広
島
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
4
0
歳
以
上
7
5
歳

未
満
の
方
の
特
定
健
康
診
査
（
元
気
じ
ゃ

健
診
）
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
の
健
康
診
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
四
月
に
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
受
診
時
に
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
束

区
健
康
長
寿
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
－

束
区
腱
康
長
寿
課

℡
（
5
6
8
）
7
7
2
9

さ
あ
、
健
康
診
査
を
受
け
て
健
康
づ
く

り
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

広
島
市
束
保
健
セ
ン
タ
ー
上
田
晶
子


